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献辞

 

本書は、希望と勇気を胸に海を渡り、ブラジ

ルで新たな人生を築いたすべての日本人移民

に捧げます。

自らのルーツを誇りと愛をもって守り続けた

私の家族へ、

そして、私たちの歩んできた道を忘れないた

めに、未来の世代へ。

序文
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今日から少しづつこの日記帖 (上の画像) に昔の 思

い出を書いてみよう かと。どこまで続くかな？

1940 年にある人から夫に贈られた日記帳を見つけ

ました。 サン・ルイス・デ・モンテス・ベロス(ゴ

イアス州)からムン二ス(ミナス・ジェライス州)に

引っ越した(2015 年)、2 ヶ月ほど前に見つけたもの

で、持ち込まれた物の中にあった、私にとっては

本当の宝物です。まだ少ししか書き込んでおら

ず、ほとんど使っていないので、今日 2018 年 5 月

18 日から、少しずつ書き込んでいこうと思う。

 

著者ノート：この本はその私の思い出の結晶です。 農業移民 

 

私の父母は新潟県出身で一九三十四 年に農業移民

として私と弟、けん叔母さん、伍⾧さん六人家族

抗生で 45 日の船旅でブラジルのサントスの町の港

に十一月二日土曜日に着いたのである。 

詳しい事は今となってはあまり記憶にありませ

ん。

ただ私の覚えてえているのは二階建ての家で  屋

根は葉っぱで覆われていたことです。 

普通のレンガの家 などほとんどなかったように思

われる。 

家の 周りにはバナナやミカンの木ががたくさん植

えられてあり、グアバもあり、そのグアバの木に

父がブランコ を作ってくれた。そしてその果樹園

の先にお風呂場があり、そこには浅い井戸もあっ

たみたいで母は そこで洗濯していたようだ。 

雨の日は傘をさしてお台所に父を連れて行って手

伝ってもらっていた。 

夏のホタルの出る頃は自然は新鮮な空気だったの

でいくらでもつかまえられた。それたちを瓶に入

れてホタルが寝るとガサガサ揺ぶって明るくして

喜んでいていたのであるが、今思うとなんとひど

いことをしたものだと思う。 

父の仕事は土地所有者の五十嵐さんと 4 年契約で

コーヒの木 3000 本か 4000 本の手入れである。花

の咲いたコーヒは覚えてない。 

そのほか作物地を借りてお米、トウモロコシ、豆

など自分の家族の食べる物を作っていたようだ。 

そしてひまがあると、あちこちの家に稼ぎにも行

っていた。 

その仕事して、もらったお金で中古のミシン

（Singer ブランド）を買ったが、ミシンなど触っ

たことのない母は近くのおばさんの家に習いに行

ったのであろう。 

それもいつ頃の事かはっきりは覚えていないが確

か私が 7 つか八つかだったころだと思う。 

私が八つ九つの頃、両親の隣に買って、元住んで

いた方の家は茅葺きで土間と寝室限りで今では想

像もつかないお粗末なものであった。 

あの頃は家財道具も箱の中に入れてあり家の周り

は草や木に囲まれて夜 ランプ,  カンテラ,  ロウ

ソク などで明かりを取っていた。 

百半以内に夜は鹿などの鳴き声が聞こえる、その

鳴き声を父は  いい子になれよと  言っているの

だと私たちに教えていた。 

そうだカフェは収穫前には山立てと言ってカフェ

の道のまん中にロ―ドとかいう農業用手工具を使

っていた。その工具は広くて鍬と違う形をしてい た。それで根元の方から土を引っ張って⾧い高い

山ができるのであるが収穫は成熟したカフェを棒

で叩いて落とし、レーキで集めてふるいは（錆び

たふるい）父がしてこ石がカフェの実といしょに

入るのでそれをとるのは私もしていたがピッサラ

拾いだと言っていたように思う。 

夕方、出来たカフェは地主が馬車で  運びに来て

いた。何袋のカフェがあったかは全然おぼえてい

ない。 

コーヒー農園のない所はパパイヤ，バナナ，パイ

ナップルがあって仕事の合間に食べたり家にもっ

て帰って食べたり。   

私はあのおいしいパイナップルは忘れない。パパ

イヤもバナナも腐るほどでバナナの皮を取って割

ってふるいに干して 食べていた，良いおやつだっ

た。 

7～8 歳の頃、弟と一緒に日曜日によく森本さん宅

へ蓄音機を聞きに行った。「もしもしカメよ」

「ピカピか星よ」など様々な曲のレコードがあっ

た。そこの息子の信良さん（みんな兄ちゃんと呼

んでいた）が蓄音機をプレイし、一緒に遊んでく

れた。 

 

また外の子供たちも来て畑に行ってマリア プレッ

ト（紫色の雑草の木の実）を食べたりホウズキの

美もたくさん生えていて、ホウズキの美を取って

種子尾出し口に入れてキュキュットと鳴らしてい

たが私もホウズキを鳴らすのに母にも聞いたりし

てならせるようになってうれしかった。 




お正月 

家では朝からもちをついてお雑煮を食べたがほと

んどのうちでは食米をふかしてその米を肉挽き器

のある家へ持って行っておもちにした。今のよう

にできたのは売っていなかった。 

塗布も大豆葉と大豆の豆が付いている木をぬいて

天気の良い日に布に広げて棒でパチパチ叩いて豆

をとった。 

大豆を一晩中水につけて肉挽き器でひいて、その

汁粉をたいて苦い塩を入れて自分たちで作った。

これも売っていなかった。 

私の 10 歳の頃  お正月は村の人たちといしょに祝

っていて、クリスマスは無かった。 

其の頃の年一っかいのお正月には村のなん区かに

会館があって新年の宴会で、にぎやかであったの

は覚えている。 会館には会⾧さんと男女生年たち、子供は 4５名

位いが朝八時ごろに集まって式をする。 

昔の頃は村には村⾧さんに選ばれた人やいろ々な

役の人がすぐ配置するのでみんなで楽しく新しい

年を祝いでいた。 

 

私の覚えているのは子供たちがもらうのはまんじ

ゅうと町のお菓子屋さんの作ったアメであった。

アメは赤黄色のピカピカした紙につつんであって 

皆大喜びであった。今みたいにきれいな飾りがあ

るもののは無かった。 

 

十才以上の子供たちは⿁ごっこや陣取りをして夕

方五時ごろみんな帰って行った。 

私の父母のアドバイスは貰ったものはすぐ食べず

に持って帰って、家で見せてから食べるように

と。 

ほとんどの子供はすぐ食べていたが  それをなん

とも思わず父母の言うとおりにしていた。 

今の子供たちは何と思い何と言うであろう。 

着るものは昔のころはミシンもなく母が手縫りで

作ってくれた洋服は一体どんな物であったのであ

ろうか。 

でもほとんどの家はミシンなどなんにもなくて全

部自分の所で同じく手縫りで作っていた様に思

う。 

地主の所には手ミシンがあり奥さんが手で廻して

いるのを眺めて、家にもあったらよいと思った。 

地主は其の前はアメリカに行ってそれは最悪な時

代でひどい目にあったとか．．．でその方はバイ

オリンを持っていられ、たまに楽譜を出して引い

ていられた。 

蓄音機も私たち子どもに届かない高い大ききな箱

だなだった。 

そして息子さんが一人いられ、私より一つ年下で

こうちゃんと言われ私の幼なじみの友達だったが

そこを出てからはほとんど見かけなくなった。 

戦国まもなくモジダス クルーゼス(サンパウロ内

陸部の中規模都市)に引っ越されたと聞いたが.... 

１９３０から 1945 年の間は住宅は土ならしで土台

の上に大工さんが何か月もかけてちょう、トラン

サーとノミで組工をするのだが其の前にブッシュ

に村の方が入って木をえらんで倒してそれをだい

たいの⾧さにトランサという⾧い棒でうちのトラ

ンサは  二枚ついで両はしに板を付けて二人で引

くのである。 

其の切った木になわを両はしに付けて他の人がよ

いしょ、よいしょと家をたてる場所に運んでき

て。それを大工さんがすみで目印して削ってい

く。 

でも今考えると道もない森林の中をどうやって運

んできたのであろう. 

其の時代はほとんどが二十代、三十代の若者であ

り絶望 困難にたえた人たちで心身共道であったの

であろう。 

そして大工さんは家を建てるのに釘付はほとんど

使わず組み立てるのであるが始めた其の日にむね

上げをしなければならないので其の時も村中の

人々が朝から大工さんの指図で働くのである。そ

れで近所のおばさん方も食事を作るのに集まって

台所もにぎやかであった。 

ほとんどのお母さんたちは子供がまだ小さいので

いっしょに連れてきての手伝いである。 

夕食はお祝いの食事であるが男性の方は奥さんも

呼んできてごちそうのほうはうどんと刺身だった

ように思う。 

昔のことだからソフトドリンクやな生ビールなど

は無かった。あったかもし知れないがそんな贅沢

なものに使うお金がなかった。 

でもみんなで歌ったりして楽しそうであった。 

昔は電気エネルギも無く、油ランプをあっちこち

の家は貯金して買ったのだ。 

その頃は手提げランプであった。外の家に行くと

きはそれをもって出かけていた。 

仕事で用ができるとランプを持って雨の日など道

は土のでこぼこ道である。 

懐中電灯などもほとんど持っている人はいなかっ

た。 

そして私たちの家は屋根は茅葺きで壁は土であっ

た。

壁をつけるのには竹を割ってそれも⾧いのを十子

に立てたどうつ道具で四つに分けて一人がさすと

もう一人が引っ張て 45 半の物が出来、それを場所

に合わせて立て、横の細いこう子にわらと土と水

混ぜて足でねってその混合物を付けて行くのだが

うちでは叔父さんと叔母さんが手伝ってくだっさ

ったのは覚えている。 

中か月家を建てるのに掛かったなど全然知らない

が部屋が二つ、リビングルーム、ミシンの置き

場、押いれも二つあった。クローゼットはなかっ

た。 

昔のころクローゼットのあった家は隣りの富山さ

んしか覚えていない。 

クローゼットに入れてあるのは日本から持ってき

たぞうりや手袋と店で買った木の箱位いであっ

た。 

ああそうだ、こんなことがあった．．．私が目に

ゴミを入れて痛い所をさすっていると母が自分の

舌で私の目をやさしくなめてくれ、ごみをとった

のである。昔の人の知恵であろう。 

私も同じく末の娘にしてやったことがある。 




山の森林伐採と 山焼き 

大昔からの熱帯林を移民の人たちは斧とマチェー

テなどで切り開いて行ったのであるが最初は枝切

りの道具やマチェーテでつるや小さい木を取り除

いて大きな木の周りは斧が触れるように掃除をし

てから周りの二～三本の木を根元から五十センチ

の所をコ―ンコ―ンと切ってどちらに倒れるか見

て、あまり近くにいると木が跳ねることもあるの

でみんな離れるのだ。木がバサーンと倒れる、そ

れは大きな音であった。

昔の頃は七、八月ごろから大自然の何百年、何千

年と、一度も倒されたことのない熱帯林を初めは

大きな木を倒し薄い木下に巻きついているつるや

小さな木々を鎌や手斧でそうじをしてから  斧で

コンコンと叩いて切り倒すのである。 

大きい所では何ブッシェル何十ブッシェルを切り

大きな農場は  500 から 600 ブッシェルも倒すの

で五十人以上の人たちが一緒に働くのでとっても

にぎやかだった。ほとんどの人が水と弁当を持っ

て行かなければならない。 

 

時にははミツバチの巣に出会い,昔のミツバチの巣

は何十年もの巣で巣の中には白い白い砂糖ができ

ているのもあり巣を持ち去っていてとその砂糖は

てもおいしいと言っていた。（ 当時は誰もミツバ

チの重要性について考えていなかった。） 

 

山焼きは七月ごろから始まり九月、十月に山に火

を付けて焼くのであるが一所でなくあっちこっち

で  焼く前に外のブッシュに入らないように火道

を切るのだがブッシュの中の方はあまりつるがな

いのでマチェーテや鍬で五 六半部に引き分けて焼 くのは四時ごろで大勢の人たちが手伝いに行く。

黒い煙でお日様まで赤く見えた。 

それが一か月ぐらい続く日もあり場所によっては

茅葺き屋根の家まで移って焼けてしまったり、燃

えてはならない所に火が飛んだりで大騒ぎになる

事もあった。 

ブッシュの周りを松明でつけるが、松明は青い竹

を二本ついで中のふしを  お落してスティックの

中にガソリンを入れ、先にボロボロの組織を入れ

る。 

火がつけられるとバチバチボボーボボー燃えてつ

つの中火は何十メートルと上がる。黒い煙がどん

どん上がり空は煙でお日様が赤くなる。時々毎日

あっちこっちで山焼きで後午からは空は曇ってい

るみたいな天気になる。 

十一月、十二月は焼いた木の枝を集めて燃やして

米をまくが昔の片付けは毎日まっ黒に着ているも

がなる。 

山焼きと言っても焼く前には火が外の所に行かな

い様に火の通り道を作るのであるがそれも近所の

方々が来て手伝ってくださる。 

焼く日も火をつける人、外に出ないようにする

人、それに竜巻も起こるので大きな山焼きなど想

像もつかない。 

火災は高く高く上がるので時には大きな竜巻にな

りとんでもない方に火をもって行き、切ってない

森林まで焼けてしまい燃焼時間 燃えていることも

あり（まだ燃えているんだな）とつぶやいていた

夜もあった。 

あの山焼きのすごさはもう見ることはないであろ

う。 

1950 年頃政府が木を切ってはならぬ標準を出した

とか。時代の流れとは言えもったいない事をした

ものである。 




山中先生と 

私が確か十才の頃  日本の東京の方で山中はるえ

さん、お父さん、お母さん、娘の久枝さんがブラ

ジルに来られた。 

久枝さんは私より二つ上であった。私にはまぶし

い人のように思えた。 

山中はるえさんはブラジルに来てから聖市の赤間

学園*に行って裁縫を教える免許資格を取り第二ア

リアンサ**で  裁縫を習いたい方々集めて  教え

ていられたのです。 

 

*赤間道江夫人の歴史概要、理想と業績のキャリア

1930 年、ミチエとジウジ・アカマ夫妻は、サンパウロ 州内陸部に日本人移民の若者たちのための学校を設立 し、実践的かつ文化的な教育を提供しました。1959 年 に非営利団体となり、1971 年には「パイオニア教育セ ンター」と名称を変更し、ブラジルの教育課程を採用 しました。現在では、幼児教育から中等教育までを提 供しています。

 

**信濃海外協会が発案したコロニー建設（第二アリアン

サ）計画について。 

1922 年に日本で設立された信濃海外会社は、サンパウ ロにおけるアリアンサ植民地の創設を主導し、より教 育水準が高く資金力のある日本人移民を惹きつけた。 このプロジェクトは他の会社や近隣の植民地と拡大 し、サンパウロ州内陸部に組織化された独自の農業中 心地を形成した。 

山中はるえ先生は 1940 年ごろ弟さんのいるブラジ

ル－サンパウロ州アリアンサ移民地北半区に両新

と娘と一緒に日本から引っ越して来られた 。

始めは弟さんの農仕事をされていたが、縫製切断

のライセンスを取りに赤間学園に行って、どのく

らいの期間かは知らないがライセンスを取り第二

アリアンサの中央区で貸家をされて娘さんたちに

裁縫を教えたら夜は、注文の縫物をして始めは貸 家であったが 近くに買る家があり、お金を貯めて

それを買ってそこで住み込みの人も教わって居ら

れた。 

私が 12 歳の時両親の計らいで小学校と裁縫を習う

ことになり、山中はるえ先生のうちに住み込みで

広い部屋に布団をしいて布団をもうひとつ上にカ

バーして寝た。昔の頃は  ベットなど  ある家は 

ほとんど無くて。 

その頃 第三アリアンサの方から娘さんたちが４５

人住み込みで裁縫を習いに来られ同じ部屋で自分

の持ってきた布団を敷いて 5～6 人枕を並べて 10

時に床に入り朝六時から七時に起き布団を取って

重ねて部屋の掃除、ぞうきん係。 

衣服もすべて手で洗っていた。 

それからおばあさんが  作って下さった  朝ごは

んと お茶、コヒーは無かった。 

十二人以上の生徒が朝八時から夕方の五時まで先

生は一人でていねいに教えてくださったのだ。 

その先生の所に私は十二才でお裁縫習いと学校に

行くように父母がしてくれた。住み込みである。

私の家からは六、七キロはあったと思う。馬に小

さい荷物を積んで父の後ろに乗っていったのだ。 

八時には外から来る人たちがおはようごさいます

と入って来て始まる。 

⾧いテーブルに椅子がありミシンは三台かあっ

た。習い始めは運針よくできるまで先生はさせ

る。タラガルサ、縫製のための体の寸法布の見

方、ミシンの使い方とだんだんに習っていくので

ある。 

私はその前に学校に行くので裁縫は一時半から五

時だが、来ている生徒たちは当番で五時前に掃除

をして帰った。住み込みは夕食を作ったりで七時 ごろ  みんなが使っていたテーブルで先生も共に

楽しい夕食をした。 

あの頃は自分のしたいことをしたり、話したりで

とっても楽しかった.十時に電気が消されるのでそ

の前に床につく。 

先生は注文の縫物があって 忙しいときはとカンテ

ラかランプで夜勤をされていた様だ。 

第二アリアンサの中央区は発電所が夕方六時から

十時まで電気をとぼしてくれたが舎中は暗くなる

とみんなカンテラかランプ、手提げランプなどで

出る。懐中電灯などほとんどが使っていなかっ

た。（話が横道にそれてしまったが。） 

私は縫物だけでなく夜 娘さんの私より二つ上の久

えさんに 編み物も教えていただいて私の人生はど

れだけ助けられたか．．．感謝である。 

あの頃はストーブなど無くて薪を買うのだが運ぶ

のはロバが引く荷車で持って来た。 

カートドライバーが六、七頭のロバに引かせるの

だが、今考えるとどんなふうになっていたか知ら

ないが一番前のロバの首に鈴が付けてあってチリ

ンチリン  クロンクロンと鳴らし列に運んでい

く。 

朝と夕方には我らのロバたちに飯と水をやり体を

かいてやったりなでてやったり、とっても大事に

するのである。馬もロバも私たちのために働いて

くれるのだからけがをすることもあるのだ。 

また道は  みんな村の人たちが一年に何回か 道作

りに弁当もっていくので今のようにトラクターも

無く鍬,エンシャドン（四角い鍬みたいなもの）、

それに道の傍のやぶはおのとかまでかたずけたの

である。

農場での生活 

第二次世界大戦のまつただ中父母は私が十四才の

ときに北半区から十四キロとか離れている農場に

いかせた。そこは養鶏をしていて鳥小屋は五十む

ねぐらいあり、一番⾧いのは百半もあった。 

 

昔 鶏の手入れはカロッサで水を運ぶ人、餌をやる

人、卵を取りに行く人、卵を掃除する人で  大勢

の人が働き納屋があって電気は納屋の蒸気から夜

十時までつけるの、冷蔵庫もない。 

鶏の水も蛇口は無いので水を入れる⾧い箱に入れ

るが毎日洗っていた。 

近いところは天秤棒で二つの缶に水を入れてかつ

いで水やったり洗ったりで  あった。 

そしてそこではヒヨコをはやかす機械が いくつか

あってその機械に卵を入れて  二十一日するとヒ

ヨコがはやけて。 

あの頃のヒヨコをおすかめすか分けるのにかん別

と言ってかん別の教えるのを見て、私たちは十五

～六までさせられたが今思うどう区別するかはよ

く分かってはいなかったであろう。 

そして他の所からヒヨコを買って養鶏をする人も

多かった。 

機械を戦争前日本で買ってきたのは  佐々木  兄

さんだった。 

 

七十年を  越している、ほとんどの人は  天国で

あろう。 




学校（日本語）

私の覚えている学校は 日曜日の朝 八時ごろ六才か

ら十二～三才の子供たちを集めて 区の中の家⾧さ

んや お兄さんが来て日本語の書き込みはカタカナ

であったが、カバンなど無くてみんなシートに鉛

筆と消しゴムしか無かった。 

区というのは第一アリアンサ、第二アリアンサ第

三アリアンサ場所によっては  一区から十区まで

あった。私たちの区は方区であったがそこに住居

している人たちは地米区と言っていた。なぜ地米

区と言うのかは地米に基働きに行っていた人多か

ったので。 

そして 1945 年ごろからは日本語は区の家⾧さんた

ちは朝五時に父のなやに⾧いテーブルと⾧いベン

チを置いて十二から十七才が勉強をしていた。 

日本は戦争に負けたがアリアンサの親たちは日本

語も大切だと。 

第一アリアンサの中央区には学校(グループ)があ

ったが第二と第三は無かったので初等卒業証書を

取るには第一に行かなくてはならないので子供た

ちに学校を卒業してもらいたい、それで親たちは

寄宿に入れて行かせたのだ。 

第二アリアンサからは朝四時に起きて馬で学校に

行く男の子たちもいた。 

女の子たちは寄宿に入って四年生で卒業ができ高

校に行く人はほとんどなくごく少なかった。 

昔の頃は  私が住んでいたところは高校がないの

でバルパライソという名前の町に行かなければな

らなくて、近くの町ミランドポリスに高校学校が

できたのはずっと後の事だった。 

結構 

昔の頃は仲人さんと言って年子の息子や娘を探し

てお見合いをさせて気が合ったら結構となるので

娘さんたちはほとんど  裁縫や料理を習ってい

た。中には親が決めてさせるのもあり様々だっ

た。 

私は十六才で母が良い人だからと決めてさせたの

であるが、まだ何も知らない年の私であったが 

今思うとそれで良かったのであろうと考えられ

る。 

昔の頃はブラジル人でもほとんど親が決めた人が

多かったと知り合いのおばさんたちは話してくれ

た。学校にも女の子は行かせてもらえないので十

四～五で結構をさせたと。 

私は父母の家の奥のほうに小さな家を建てて井戸

は掘ったが水が少なくて足りないので百メートル ぐらいの距離の下の川渕に水を天秤棒で水の入っ

た大きい缶を二つ担いで洗濯とお風呂に運んだ。 

午後は父母の家で家族の着る縫物をした、あの頃

は今のような衣類は売っていなかったので全部家

で作っていたのだ。 

ガスオーブンもなくどこの家もかまどで薪を燃や

してご飯もフエイヂヨン（豆）もみんなそうして

作った。 

かまどはほとんど土で作りあげた。二つ穴や三つ

穴の鉄板をのせて寒いときには  みんなかまどの

そばに集まっていもを焼いたりピッポッカ（ポッ

プコーン）をはじいたり、にぎやかであった。 

かまどの上には家で作ったソーセージをつるして

あった。あのソーセージはおいしかったと今でも

思う。 

忙しいときはみんなでそれぞれ  自由に仕事に行

き  遠い所に行くときは、弁当を朝早く起きて作

っていた。 




セッテンポンテス移民地 

1951 年九月に叔父の家族の住むブラガンサ・パウ

リスタ市、ピラカイア市とジョアノポリス市の間

に 位置するセッテンポンテス区 の日本人移民地に

引っ越すことになった。 

ミランドポリス市駅で汽車に乗りバウル―駅で乗

り換えてサンパウロ市のルス駅に朝の 8 時頃着い

た。弟の敬郎が迎えに出てくれた。 

ミランドポリス市から二十時間以上う かかったの

だ。ホテルも敬郎が探してくれた。 

公雄が三つで敏江が一年半ぐらいで。 

次はブラがンサ市に行くバスに乗りブラがンサ市

では学生たちの宿泊施設でごはんをした。 

そして、セッテンポンテス区に行く人と合いタク

シーで叔父さんの家に着いた。そして何か月か叔

父さんの家に置いて届いた引越しの荷物はアリア

ンサからはトラックが持ってきたが一週間ぐらい

かかった様な気がする。 

叔父さんのところは鳥を買って卵を生産してい

た。じゃがいもも少し植えたり、引っ越しして、

二～三年であったので果物もいろいろ植えててあ

ったが まだ果がなってはいなかった。 

そして家の上に、私たちの住む家と卵の仕事をす

る所を二つの家にして私たちは小さいリビングル

ームと広い台所と寝る部屋一つの家に住んだ。 

そこで幸江が生まれた、卵小屋で生まれた赤ちゃ

んだった。 

アルファッセ（レタス）を作ったりトマトを作っ

たりして叔父の土地の下の方に今度は大きな家を

建てた。昔の頃の家は村中の人達が建てるのを手

伝ってくださった。 

昔の家は仕事をする納屋と一緒に造った家で納屋

はトマトやインゲン、キュウリなど毎日のように

取って洗ったり選ったり。 

出荷の日は前の晩から、夜業、朝もトラックの来

るまで荷物作りである。天気の日は良いが  雨の

降る日はトラックがすべって大変だったと思う

が．．． 

昔 村では一年に一面かニ面、映画を見せてもらう

が、１０メートルから 12～13 メートルの⾧さで幅

は５～６メートルの仕事をする小屋をかたずけて

映画を映す所には白い布を貼り  見る人々は土の

上にパンノ（布）を広げてクッションは自分で持

って行って足を伸ばしたり座ったりで椅子はない

が楽しかった。 たいてい七時ごろ始まって九時ごろに終わり  に

ぎやかに  がやがやと言いなが夜の道を歩いて家

に帰ったものだ。 

そして七月に学校が休みになると運動会。 

始めは運動会をする野原に家から持ってきた布を

使って人々はテントを張りました。 

運動会は日曜日の朝から。 

それを見る場所に箱を並べてテーブルも座る椅子

も作り村の家族中が弁当を作って、持って来て分

け合って食べる。 

小さい五～六才の子供たちは走ったり縄跳びをし

たり。十才い以上になると二人三脚やリレーな

ど。 

まだ  たくさんのモダリティがあったが思い出せ

ない。 

大人はパン食いや卵をさじに乗せて落とさないよ

うに走ったり、色々あったが。 

一、二、三、四、五等を取った人はご褒美があっ

た。子供たちは色鉛筆などだったと思うが．．． 

一日中にぎやかで楽しかった。 

 

近郊の中に会館とスポーツフィールドを建ること

になり  お金を集め  建る場所に土ならしをして

平らにしなければならないが  トラクターは誰も

持っていなかったので農場のトラクターを頼んで

してもらい  後は村の人たちが自分の手押し車で

平らにして家を造る建設材料は町から買って。 

寺平らさんのおぢいちゃんが大工で毎日村の人た

ちが何人かで変わり番こに手伝って弁当を持って

来て、何か月かかったかは覚えていないが⾧さは

二十五か三十平方メートル幅は十メートルはあ

り、台所も造った。 

あの立派な会館が出来、スポーツフィールドはバ

レーボールをする場所や野球などする所が作られ

日曜日は若い人たちが集まって楽しい場所になり

映画も見せるようになり、母の日にはお母さん方

が招ばれ、  若い女性たちと青年たちが脈をふる

ってごちそうをして踊ったり歌ったり、色々披露

を見せてくれた。 

お正月の新年宴会には家⾧さんと、行ける子供た

ちは  お母さんの作ったごちそうを持っていき集

まった人たちと分け合ってごちそうになり今まで

も楽しい思い出の一つである。 




そんな中に、この美しい村が湖になるので村全体

が別の場所に移らなければならないとのこと。25

年もの苦労をして作った村の人々はみんなで相談

したり、あちこち見にいったりでまた苦労された

のである。 

私たちは伊藤勉雄さんがカコンデという所に行か

ないか? と言ってくださり主人と秀人（次男が 見

に行って来てカコンデに行くことになり、そこに

は日本人は竹森さん家族だけ住んでおり竹森さん

夫婦に大変お世話になるのである。 




カコンデへ引っ越す 

25 年間お世話になったセッテポンテスの村が湖に

なるので住み慣れた所、子供たちを育て大人にま

でなった息子や娘をいつくしんでくださった近所

の多くの方々が自分の土地で作物を、苦労して建

てた家傾斜  全てを手放せなければならない。ど

んな思いであったのであろう。 

私たちは借地でトマト、インゲン、ラッキヨなど

で生活させてもらいほとんど  子供たちが働いて

夜業などして。 

主人は初めは  くわ一本で畑け作りをしたのであ

る。 

水やりも缶とじょうろで苗木一本ずつやっていた

が白坂さんという方が缶二つに底に釘で穴をあけ

て、今度はその穴をふさぐのに缶のふたに広いゴ

ムに布を巻いて天秤棒で水を入れた缶から水を少

しずつ出して歩くのだと教えてくださり、私はや

らなかったが主人はこれは  はかどると喜んでい

た。 

昔の人たちはお金がないので頭でどうしたらよい

か色々考えたのである。 

畑の中をモンティゴメリメーカーの小さいウォー

ターポンプでホースと口がねを持って水をやりマ

イクロトラクターも買い畑はそれで起こせるよう

になった。 

水も給水モーターでアスペルソール システムでや

りずいぶん楽になったのであるが。 

そんな時にセッテポンテスが湖になるのでどこか

え  ひっこさなければ、モジアナ地域ならといっ

てもどこがいいのか見当がつかない。 

そんな時、伊藤勉雄さんがカコンデという所のモ

ジアナ地域でポソス・デ・カルダス市に近い、そ

して竹森さんがカコンデで商売していると。 

それで主人は秀人とカコンデのに行き、気に入っ

て 1977 年 6 月末に引っ越し決定。 

はじめさん兄弟のニ台のトラック にマイクロトラ

クターニ台  ウォーターポンプ 3 基  水パイプ 

アスペルソールなどで済むのには大変頭を使っ

た。 

引っ越しの前夜は祖母の家でチラピアの刺身まで

作ってくれた。母のご飯も心のこもった作りでお

いしかった。 

朝確か九時に出発  村の人々はわざわざ送りに来

てくださり主人と私と犬のタンピンニャははじめ

さんのトラック、公雄と秀人は  ジョージのトラ

ックでまだ見たこともない所をトラックでいくの

だ。道はほとんどアスファルトであったが。 

よく覚えてないが確かアグアイの町のガソリンポ

ストで二時ごろ中食、タンピンニャは喉が乾いて

ハアーハア言っていた。 

そしてカコンデには暗くなって着いたが 荷物は大

きな竹やぶのある牧草地の中に。 

主人と私は竹森さんの案内で済む家の方に家具、

道具の一部をトラックから下して寝て、どこにい

るかよくわからなかったが明るくなって見ると 

古い家でレンガ壁か知らないがしっかりしてい

た。だが昔の頃は電気は無かった。うちでは  ガ

スランプがあったのでそれで助かった。 

お風呂は外である。木や草でそれを焼付て奥の方

で人も通らない所で。隣と言っても二キロぐらい

は行かなければならない。今思うとよくあんな所

にと．．． 

でも新しい仕事をするので主人も若かったし公雄

も秀人もいっしょうけんめいであった。 

作物を作る場所は大きな河リオパルドルのある所

で水をやる。その河からウォーターポンプで水を

上げるので  その河の近くに土地の持ち主が小屋

を建ててくださり今度はそこに引っ越しである。 

家庭用品や農具はトラクターで運んだ。その時は

たかおさんと幸江がサンパウロからバスで来て手

伝ってくれた、大助かりだ。まだ誰も車はなかっ

たのである。 

作物作りは主人と息子二人で昔のころは苗も種か

ら巻いてトマトは生へて二週間でか植えで  か植

えをした苗はしおれない様にふんむ機で水やり、

九前前から夕方四時近くまでやるのだが 45 日して やっと立っている様になっても一日に  4～5 回は

やらなければならない。そして 又二週間後手入れ

したら定植で十センチぐらいの⾧さの苗をカート

に積んで畑に植えるのである。 
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